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７

銀
行
窓
口
業
務
契
約
及
び
保
険
窓
口
業
務
契
約
の

内
容
の
届
出

日
本
郵
便
株
式
会
社
は
、
銀
行
窓
口
業
務
契
約
又

は
保
険
窓
口
業
務
契
約
を
締
結
す
る
前
に
、
そ
の
内

容
を
総
務
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
し
た
。（
第
七
条
関
係
）

８

収
支
の
状
況
及
び
情
報
の
公
表

^

日
本
郵
便
株
式
会
社
は
、
毎
事
業
年
度
の
業
務

の
区
分
ご
と
の
収
支
の
状
況
を
記
載
し
た
書
類
を

総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

し
た
。（
第
一
四
条
関
係
）

_

日
本
郵
便
株
式
会
社
は
、
経
営
の
状
況
に
関
す

る
情
報
等
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

し
た
。（
第
一
八
条
関
係
）

９

旧
契
約
に
係
る
役
務
の
確
保

日
本
郵
便
株
式
会
社
は
、
当
分
の
間
、
４
の
業
務

の
ほ
か
、
機
構
か
ら
委
託
又
は
再
委
託
を
受
け
た
郵

便
貯
金
管
理
業
務
及
び
簡
易
生
命
保
険
管
理
業
務
を

営
む
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
条
関

係
）

10

そ
の
他

所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

四

独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金
・
簡
易
生
命
保
険
管
理
機

構
法
の
一
部
改
正
（
第
四
条
関
係
）

郵
便
貯
金
及
び
簡
易
生
命
保
険
の
民
営
化
前
の
旧
契

約
の
管
理
業
務
は
、
常
に
日
本
郵
便
株
式
会
社
に
委
託

又
は
再
委
託
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。

（
第
一
五
条
及
び
第
一
八
条
関
係
）

五

関
係
法
律
の
廃
止

次
に
掲
げ
る
法
律
は
、
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第

五
条
関
係
）

\

郵
便
事
業
株
式
会
社
法
（
平
成
一
七
年
法
律

第
九
九
号
）

]

日
本
郵
政
株
式
会
社
、
郵
便
貯
金
銀
行
及
び

郵
便
保
険
会
社
の
株
式
の
処
分
の
停
止
等
に
関

す
る
法
律
（
平
成
二
一
年
法
律
第
一
〇
〇
号
）

六

関
係
法
律
の
改
正
等

「
郵
便
窓
口
業
務
の
委
託
等
に
関
す
る
法
律
」
の
題

名
を
「
簡
易
郵
便
局
法
」
に
改
正
す
る
等
、
二
九
の
法

律
を
改
正
す
る
ほ
か
、
所
要
の
経
過
措
置
を
設
け
る
こ

と
と
し
た
。（
附
則
第
二
条
〜
第
四
七
条
関
係
）

七

こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か

ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令

で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

¶
¶
¸
¹
º
»
¼
¶
¶

◇
総
務
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
一

三
九
号
）（
総
務
省
）

１

情
報
流
通
行
政
局
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て
、「
郵
便
事

業
に
関
す
る
こ
と
」
を
「
郵
政
事
業
に
関
す
る
こ
と
」

に
変
更
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
一
条
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

郵
政
民
営
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
五
月
八
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

法
律
第
三
十
号

郵
政
民
営
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律

（
郵
政
民
営
化
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

郵
政
民
営
化
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中 「
第
六
章

郵
便
事
業
株
式
会
社

第
一
節

設
立
等
（
第
七
十
条
e

第
七
十
二
条
）

第
二
節

設
立
に
関
す
る
郵
便
事
業
株
式
会
社
法
等
の
特
例
（
第
七
十
三
条
・
第
七
十
四
条
）

第
三
節

移
行
期
間
中
の
業
務
に
関
す
る
特
例
等
（
第
七
十
五
条
e

第
七
十
八
条
）

第
七
章

郵
便
局
株
式
会
社

」 を「
第第

六
章

削
除

七
章

日
本
郵
便
株
式
会
社
」に
、「
第
三
節

移
行
期
間
中
の
業
務
に
関
す
る
特
例
等（
第
九
十
条
e

第
九
十
三
条
）」

を
「
第
三
節

承
継
会
社
の
再
編
成
に
関
す
る
日
本
郵
便
株
式
会
社
法
等
の
特
例
（
第
八
十
九
条
の
二
e

第
八
十
九

第
四
節

移
行
期
間
中
の
業
務
に
関
す
る
特
例
等
（
第
九
十
条
e

第
九
十
三
条
）

条
の
六
）」に
、「
第
二
節

業
務
等
の
承
継
等
（
第
百
六
十
六
条
e

第
百
七
十
六
条
）」を
「
第
二
節

業
務
等
の
承
継

第
三
節

承
継
会
社
の
再

等
（
第
百
六
十
六
条
e

第
百
七
十
六
条
）

編
成
（
第
百
七
十
六
条
の
二
e

第
百
七
十
六
条
の
五
）」に
、「
第
百
九
十
七
条
」
を
「
第
百
九
十
六
条
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
ゆ
だ
ね
る
」
を
「
委
ね
る
」
に
、「
か
ん
が
み
、
平
成
十
六
年
九
月
十
日
に
閣
議
に
お
い
て
決
定
さ
れ

た
郵
政
民
営
化
の
基
本
方
針
に
則
し
て
行
わ
れ
る
」
を
「
鑑
み
、
株
式
会
社
に
的
確
に
郵
政
事
業
（
法
律
の
規
定
に

よ
り
、
郵
便
局
に
お
い
て
行
う
も
の
と
さ
れ
、
及
び
郵
便
局
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
る
事
業

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
経
営
を
行
わ
せ
る
た
め
の
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
承
継
会
社
の
再
編
成
）

第
六
条
の
二

郵
便
局
株
式
会
社
は
、
郵
政
民
営
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第

三
十
号
。
以
下
「
平
成
二
十
四
年
改
正
法
」
と
い
う
。）の
施
行
の
日
（
以
下
「
平
成
二
十
四
年
改
正
法
施
行
日
」

と
い
う
。）に
、
そ
の
商
号
を
日
本
郵
便
株
式
会
社
に
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

２

日
本
郵
便
株
式
会
社
は
、
平
成
二
十
四
年
改
正
法
施
行
日
に
、
郵
便
事
業
株
式
会
社
の
業
務
等
を
合
併
に
よ
り

承
継
す
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
第
二
項
中
「
移
行
期
間（
平
成
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）中
に
、
そ
の
全
部
を
」
を
「
そ
の
全
部
を
処
分
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
郵
便
貯
金
銀
行
及
び
郵
便
保
険

会
社
の
経
営
状
況
、
次
条
に
規
定
す
る
責
務
の
履
行
へ
の
影
響
等
を
勘
案
し
つ
つ
、で
き
る
限
り
早
期
に
、」に
改
め
、

同
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
郵
政
事
業
に
係
る
基
本
的
な
役
務
の
確
保
）

第
七
条
の
二

日
本
郵
政
株
式
会
社
及
び
日
本
郵
便
株
式
会
社
は
、
郵
便
の
役
務
、
簡
易
な
貯
蓄
、
送
金
及
び
債
権

債
務
の
決
済
の
役
務
並
び
に
簡
易
に
利
用
で
き
る
生
命
保
険
の
役
務
が
利
用
者
本
位
の
簡
便
な
方
法
に
よ
り
郵
便

局
で
一
体
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
将
来
に
わ
た
り
あ
ま
ね
く
全
国
に
お
い
て
公
平
に
利
用
で
き

る
こ
と
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
す
る
も
の
と
す
る
。

２

郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
そ
の
他
の
郵
政
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
公
益
性
及
び
地
域
性
が
十

分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
の
三

政
府
は
、
前
条
に
規
定
す
る
責
務
の
履
行
の
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の

と
す
る
。
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